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原子力災害における避難コミュニティにおける地域の記憶の継承方法に関する研究 

－福島県富岡町での復元模型ワークショップにおいて収集された記憶の見える化を通じて－ 

Study on How to Inherit Local Memory in Evacuation Communities in a Nuclear Disaster 

－ Through Visualisation of Memories from the Restoration Model Workshop in Tomioka Town － 

 

 

 

福島第一原子力発電所事故により福島県内12市町村に避難指示が出され、地域コミュニティは甚大な変容を被る

こととなった。事故後、計画的避難区域となった富岡町の全域は住民全員が区域外へ避難し、2017年に一部の避難

指示解除となったが、この間に多くの家屋や建物が取り壊され街並みは変貌してしまった。本研究では2015年5月に

開催した復元模型WSにおいて収集された富岡町中心部の記憶を分析し、見える化することで、富岡町中心部の空間

構造を明らかにするとともに、かつての生活空間の特徴を継承しやすくする手法について考察を行う。特に模型上

に集められた記憶からクラスターを抽出し場所性の強い地点を顕在化するとともに、道路や河川など線上に形成さ

れるクラスターを地域空間の特徴的な構造を表すものとして位置づけた。 
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１. 研究の背景と目的 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴っ

て発生した福島第一原子力発電所事故により福島県

内 12 市町村に避難指示が出され、地域コミュニテ

ィは甚大な変容を被ることとなった。特に福島第一

原子力発電所から 20km 圏内の警戒区域、事故後 1

年間の積算線量が 20 ミリシーベルトを超える恐れ

のある計画的避難区域となった富岡町、大熊町、双

葉町、浪江町、葛尾村、飯館村の全域は住民全員が

区域外へ避難することとなった。これにより、福島

県全体の避難者はピーク時の 2012 年 5 月で約 16.5

万人の住民が他市町村に避難を行い、その後、数年

間にわたり除染作業が進められた。年間積算線量が

下がった区域から段階的に避難指示解除が進められ

ているが、事故から 10 年が経過した 2021 年 3 月時

点においても約 3.6 万人が避難を続けている(1)。 

筆者らは震災によって失われたのは建物などの街

のハードだけでなく、人々の心の中にある「場所」

や「空間」に密接に関わっている街の記憶もまた、

時間が進むとともに失われることに着目し、発災直

後より、大きな被害を受けた地域の被災前の街並み

を復元する「失われた街」模型復元プロジェクト

(以下、失われた街 PJ)において、東日本大震災の

被災地をはじめとする多数の地域で被災前の生活空

間を 1/500 のジオラマ模型で復元する取り組みを進

めてきた(2)。特に模型を用いて住民参加型ワークシ

ョップを行い、地域の姿や営みに関する記憶を収集

「記憶の街ワークショップ」(以下、WS)によって、

場所や空間に密接に関わる地域の記憶の保存・継承

方法について模索してきた。WS の結果、記録され

たテキストデータから生活文化を抽出し、場所の形

状や機能から育まれるその場所特有のアイデンティ

ティである場所性を示してきた。また同時に、津波
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による被災ではなく、原発事故によって何年間にも

わたって住み慣れた土地を離れて生活することを強

いられた避難区域の街に関しても、同様の WS を開

催してきた。 

本研究では 2015 年 5 月に開催した福島県双葉郡

富岡町での WS「記憶の街ワークショップ for 富岡

町」(3)において収集された富岡町中心部（富岡地

区・夜ノ森地区）の記憶を分析し、多くの住民に共

有され証言された場所性の強い場所がどこにどれく

らい存在しているのかを明らかにし、記憶を見える

化することで、富岡町中心部の空間構造を明らかに

するとともに、かつての生活空間の特徴を継承しや

すくする手法について考察を行う。各地で避難指示

解除とともに復興計画・帰還促進の取り組みが始ま

っていく中で、事故時幼少だった子供達が避難地域

から地元に小学生、中学生となって帰還する例や、

新規に地域に転入してくる住民に対して、地域住民

が世代を超えて育ててきた場所性を継承していく手

法として本 WS の成果の活用が期待される。 

 

２. プロジェクトの経緯と既往研究 

筆者らが東日本大震災以降 10 年間にわたって被

災地各地で継続的に取り組んでいる失われた街 PJ

は、発災直後の 2011 年 3月に発案され、以後神戸

大学槻橋研究室が中心となって全国の建築やまちづ

くりを専攻する大学研究室と組織した『「失われた

街」模型復元プロジェクト実行委員会』(以下、委

員会)によって制作・実行されてきた。2015 年以降

は制作した復元模型を保管し、順次各地へ寄贈する

事業を「一般社団法人ふるさとの記憶ラボ」(以

下、ラボ)が担い、以降、実行員会と参加大学研究

室が模型制作と WS の運営を、その後の寄贈・活用

をラボが中心となって行い現在に至る。失われた街

PJ は大別して白いジオラマ模型制作(以下、模型制

作)と記憶の街 WS からなる。模型制作は白い発泡ス

チロールなど一般的な模型材料を用いて縮尺

1/500, 1m 四方の領域で対象地域の 500m 四方をジ

オラマで制作する。対象敷地が広範囲にわたる場合

は、１m 四方の模型(1pixel) を組み合わせて制作

する。制作したジオラマ模型を被災現地に運んで１

週間程度の展示会を開催し、期間中訪れた地域の参

加者に声をかけ、被災前の街の思い出を語ってもら

い模型上に住民らの場所の記憶を集める WS が「記

憶の街 WS」である。 

 失われた街 PJ の成果に関する研究としては、岩

手県大槌町中心市街地を対象に行った WS の成果を

分析し、地域の空間像がどの様に描き出されている

かを分析した研究 (槻橋、他、2014)4)や、磯村らに

よる 7 年間にわたるプロジェクトの実施手法の変遷

を通した地域空間再生の取り組みにおける地域社会

との関係構築手法に関する研究（磯村、他、2019）
5)などがある。また記憶の継承に関しては阿部らに

よるハンセン病施設の保存を対象として記憶の継承

における空間の残存度、関係者間議論による価値の

共有の相関関係を分析した研究(筈谷、他、2019)6)

があるが、広範囲な地域空間を対象とした地域社会

の集合的記憶の継承方法を対象にした研究はない。 

被災地の地域社会が現地で復興に立ち会うことが

できた津波被災地と異なり、原発事故で避難した地

域コミュニティは遠く離れた場所で長期間にわたっ

て生活することを強いられた。津波で地域空間を面

的に喪失するのとは異なり、避難期間中の老朽化や

家族形態の成長・変化により帰還を断念し、多くの

家屋が解体・撤去され街の風景は大きく変容した。

事故後 10 年が経過し、福島県沿岸部各地でようや

く帰還の動きが本格化し始める中で、避難前の街並

みと場所の記憶をこの 10年間に育った次世代や新

しく地域に転入してきた住民に伝えていくことは急

務である。2020 年 9 月に双葉町に東日本大震災・

原子力災害伝承館が開館し、2021 年 7 月に富岡町

に「とみおかアーカイブ・ミュージアム」が開館す

るなど、帰還に合わせて伝承活動の動きが始まる

中、失われた街 PJ で制作された復元模型も収蔵・

展示が行われる機会が生まれた(4)。WS の成果を分

析し、地域の記憶からかつての生活空間を読み取

り、伝承していく手法の開発が必要である。 

 

３. 対象地区と方法について 

３.１ 富岡町（富岡・夜ノ森地区） 

研究対象地区は隣り合う町で同時期に発展してき

たにも関わらず、異なる震災の被害を被った福島県

双葉郡の富岡町の富岡地区と夜ノ森地区とする。福

島県双葉郡は浜通りと呼ばれる沿岸部に面し、戦国

時代に岩城氏・江戸時代に磐城平藩の領地だった楢

葉郡（夜ノ森以南）と、戦国時代から江戸時代まで

相馬氏（江戸時代は中村藩）の領地だった標葉郡

（夜ノ森以北）が、1896 年に合併されて成立し

た。その中で、富岡町北部に位置する夜ノ森地区は

富岡町と大熊町の境に位置する森林地帯である。浜

通りの境界部となっており、夜ノ森地区を境に方言

や交流圏、歴史的色彩なども異なる。 

富岡町には JR 常盤線が町を縦断しており、２つ

の駅が町内に存在している。１つは北の夜ノ森地区

に位置する夜ノ森駅、もう１つは南の富岡地区に位
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置する富岡駅である。この２つの地区は同じ町内に

も関わらず、被害状況が全く異なる。夜ノ森地区は

富岡町の中でも内陸にあり、福島第一原子力発電所

から南西 6km に位置する。そのため津波による大き

な被害は無かったものの、放射能の影響から警戒区

域、その後は帰還困難区域に指定された。2020 年

に夜ノ森駅とその周辺、主要道路など避難指示区域

が一部解除されたものの、現在も引き続き期間困難

区域に指定されている。一方、富岡地区は地区内を

二分するように富岡川が流れ、富岡町内でも津波の

被害を受けた地域である。2013 年年 3 月までは夜

ノ森同様警戒区域に指定されていたが、2017 年に

避難指示が解除された。避難指示解除後は富岡地区

各地で復興事業が進み、2018 年 4 月には文化交流

センター、教育施設が再開された。 

 

３.２ 記憶の街 WS の概要 

筆者らが主催した「記憶の街ワークショップ for

富岡」は 2015 年 6 月 1 日から７日の７日間、郡山

市といわき市の避難先の２カ所で開催された。夜ノ

森地区と富岡地区の両地区について、地域の協力団

体の意見を踏まえ、それぞれ地域の中心的なエリア

を復元模型で制作した。（図１） 

 WS の来場者は２会場あわせて 358 名であった。夜

ノ森地区は夜ノ森駅を中心に有名な桜並木を入れた

10 ピクセル（縮尺 500 分の１、1m×1m の模型 10 ピ

クセル）の縦 2km、横 1.5km の範囲、富岡地区は富

岡川を中心に駅や学校を入れた 10 ピクセルの縦

1km、横 2.5km の範囲を復元した模型上に生活空間

の記憶が集められた(5)。WSに参加した住民によって

模型上に立てられた「記憶の旗」は２拠点総計

2408 本（夜ノ森 1248 本、富岡 1160 本）、模型を

囲んで住民が話す内容を WS スタッフの学生が書き

取った「つぶやき」は 352件であった。(写真１)

「記憶の旗」は内容(名称-青、体験・出来事など-

黄、防災・安全-赤、自然資源-緑、伝統・伝承-紫)

によって５色に分けられており、その内訳は右表の

通りである（表１）。住居、店名などを表す青の旗

が全体の３分の２を占めるが、「２人で手を繋いで

夜桜の下を歩いた」、「灯籠流しをした」などの体

験や出来事を表す黄色の旗も青に次いで多い。名称

を表す青以外の「記憶の旗」を模型製作範囲を示す

図上にプロットしたものを図２に示す。 

 

４. 収集された街の記憶 

記憶の街 WS は、復元模型を使用した着彩−対話型 

WS として行う。制作した白い復元模型を現地に一定

期間展示し、訪れた住民が模型を囲み、震災前の街

について語る内容を証言として記録していくという

方法である。「模型上に家はありましたか」、「思い出

に残っている場所はありますか」といった単純な質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 夜ノ森地区と富岡地区の模型製作範囲 

表１ WS で得られた記憶の旗の本数 

写真１ 夜ノ森地区(上)富岡地区(下)全体模型 

撮影：大竹央祐 

撮影：大竹央祐 
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問からはじまり、語られる内容を記録する。証言者

を事前に選定せず、WS 会場に展示した模型の周りで、

制作したスタッフ達との対話によって発言を促して

いく。これにより、1 人で模型を眺める時と比較し記

憶が連鎖的に思い出され、より深い証言や記憶を聞

き出すことができる。同時に WS 期間中、白い模型に

その場で着彩を行い、その際来場者にも作業への参

加を促し、その過程を通してより詳しく地域の思い

出や被災時のことについてヒヤリングを行う。 また、

１週間程度の開催期間中において、何度でも来場で

き、日を重ねるごとに模型が色づき、プロットされ

た記憶の旗の数も増すため、前日までにプロットさ

れた旗を契機に、会話が深まることも少なくない。 

収集される証言や記憶が膨大な理由は上記のよう

な期間の長さ、参加様式、模型を介した会話による

ものが大きいと考えられる。一方で、「旗」を立 

てるプロセスは復元模型を自らの空間体験や記憶の

場所とすり合わせる過程であるとも言えるが、 WS

において一人が立てる「旗」に限度は設けず、一人

でいくつもの「旗」を立てる来場者もいる。そのた

め模型上においては同一人物による証言の関連性を

再現できていない点や、参加者の発話の内容に統一

性はなく、特定の質問に対する回答としての客観的

な評価には適していない点があるが、同一の復元模

型上で各々の都市空間の認知を表現したものとし

て、都市の空間的記憶を評価することができる。WS

後の模型を後日見るだけでは、いくつかの旗に書か

れた内容を読み取ることはできても、記憶の集合が

表す関係性について読み取ることは容易ではない。

次世代の子供たちや新規に地域に転入してくる住民

達に街の記憶の継承を実現していくことを考える上

で、地域住民が世代を超えて育ててきた場所性を読

み解き、継承していく手法が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右図(図２、図３)に示す「つぶやき」と 4 色の「記

憶の旗」の分布をみると、破線で囲んだように記憶

が凝集している幾つかの場所があり、多くの方が同

じ場所について語っていることが認識できる。また、

証言が道路や川に沿って連続的に、ある程度の距離

を持った「線的な要素」で集まっていることが認識

できる。「記憶の旗」がプロットされた模型を覗き込

むと、旗が凝集している部分には同じ場所について

の記憶が読み取れる。左下の写真２を例にすると、

「富岡第二小学校」という青色（名称）の旗に対して、

「昔は木造」や「木がたくさんあり、かくれんぼをし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真２ 富岡第二小学校の模型 

 

図３ 富岡地区 493本の記憶の旗(青色を除く)と 110 件のつぶやきの分布図 

 

図２ 夜ノ森地区 375 本の記憶の旗(青色を除く)と 

103 件のつぶやきの分布図 
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た」のような黄色（思い出）の旗、「タイヤ飛びをし

ていた。校庭で高学年のボールが顔面にあたった。」

などのつぶやきが関連してプロットされている。つ

まり一つの場所（青-名称）に対して複数の旗（黄色

-出来事など）が関連してプロットされているとおり、

駅や学校など多くの人々にとって思い出の残る場所

には、関連する数多くの記憶の旗が立てられる傾向

にある。俯瞰的に見ると無造作に散らばっているよ

うに見える場所の記憶の集合は、内容を読み取るこ

とで再度関連する群（クラスター）として抽出する

ことが可能なのである。特に富岡町の例では、桜ラ

イン、桜通り、富岡川、中央通商店街、夜ノ森駅に

おいて記憶が空間構造に沿って線的に連続して見ら

れた。本論では、富岡地区における「つぶやき」と

「記憶の旗」のクラスター化を通した分析から、街の

記憶の見える化を試みる。 

 

５. 街の記憶のクラスター化 

富岡地区における「つぶやき」と「記憶の旗」に

ついて、関連する記憶をそれぞれクラスターとして

まとめる分析を行う。クラスターは青の旗（名称）

で示される同一の場所に対して関連づけられるその

他の色の「記憶の旗」と「つぶやき」によって形成

できると考えると、各クラスターは、それぞれ関連

づけられた記憶の個数によって大きさに違いが生ま

れる。より多くの記憶が関連づけられる場所もあれ

ば、一つの場所に一つの記憶だけが関連づけられる

小さなクラスターもある。こうした観点で模型上に

集められた記憶をクラスター分けして評したのが下

図（図４、図５）である。図中に表す便宜上、「記

憶の旗」と「つぶやき」の数の総数によって１０個

以上を「大」、５個〜９個を「中」、１個〜４個を

「小」という３段階の大きさの円で表し、大には総

数と旗、つぶやきのそれぞれの数、中、小には総数

を記入して表した。夜ノ森地区では大が８箇所、中

が４箇所、小が 22 箇所の合計 34 箇所となり、富岡

地区では大が 11 箇所、中が 10 箇所、小が 59 箇所

の合計 80 箇所となった。また、記憶が線的に連続

した場所ではクラスターが大きくなる傾向が見られ

た。 

 夜ノ森地区において、クラスターが最大となった

のは夜ノ森公園の 45 個で旗が 32 個、つぶやきが

13 個である。続いて線的要素である夜ノ森駅の総

数 35 個、桜ラインの総数 34 個、夜ノ森つつみ公

園、桜通りと続く。一方で富岡地区においては、線

的な要素で約２km に渡る富岡川が 51 個で最大とな

り内訳は旗が 32 個、つぶやきが 19 個であった。続

いて富岡漁港の 39 個、中央通り商店街が 30 個、富

岡高校、富岡公園と続き、夜ノ森、富岡の両地区共

に線的な要素が現れた場所が上位を占めた。       

中サイズのクラスターは地元の複合商業施設であ

るヨークベニマル、電気屋、神社などがあげられ、

大は公共施設が多いのに対して、地域のランドマー

ク的な要素があがっている。小サイズのクラスター

は公民館や飲食店、郵便局、病院など、多岐にわた

っている。図６に大、中、小それぞれのクラスター

を構成する内容について、主だったクラスターを挙

げて表記した。次項では夜ノ森地区と富岡地区の記

憶のクラスター比較、線的な要素に焦点を当てて分

析を行う。 

 

５.１ 自然と共生する生活空間 

 今回、富岡町 WS で収集された証言のうち、桜に

まつわる記憶の旗、つぶやきが一番多く集められ

た。桜は明治 33 年に夜ノ森地区が開拓された際に

植えられ、町のシンボルとして多くの住民や観光客

を賑わせた。地区には桜通りと桜ラインの２つの桜

並木が存在し、南北に延びた桜ライン（旧名:八間

通り）で樹齢 80〜100 年、東西に延びた桜通りで

40 年〜60 年と町は桜と共に発展してきた。その夜

ノ森地区において、桜の証言が最も多く収集された

クラスターが桜通りであり、記憶の旗とつぶやきを

合わせて 21 件、続く桜ラインにおいても 17 件と桜

に関する証言が過半数を超えた。証言には「桜が愛

のキューピッド」や「桜がさみしがっていた、早く

戻って抱きしめてあげたい。」などのようにただ花

見をする以上に住民の方々の生活の一部になってい

る証言が多く見られた。また、桜だけでなく、夜ノ

森駅を中心にツツジも有名で、夜ノ森駅に集められ

た 35 件の証言のうち 22 件がつつじに関するもので

あった。「夜ノ森全員でつつじを管理していた」と

いう地域に愛された空間であっただけでなく、「ツ

ツジが満開の時は電車が速度を落とした」と JR 常

盤線も含め富岡町全体でつつじに愛着を持っていた

ことがわかる。このように夜ノ森地区は桜やつつじ

をはじめとした自然を中心に人々が集い、活気ある

生活空間を育んできたと捉えることができる。 

 一方、富岡町は、富岡川や海岸沿いに多くのクラ

スターが発生していることから、自然環境に対して

人々が集い育まれてきた地域だといえる。富岡川に

は「鮎を手づかみ！」、「イワナをとった」、「鮭

があがってくる」などの証言が寄せられ、富岡漁港 
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図５ 富岡地区 記憶のクラスターの分布図 

 

図４ 夜ノ森地区  

記憶のクラスターの分布図 

 



日本災害復興学会論文集 No.20, 2022.7 

 

26 

 

  図６ 記憶のクラスターの例（線状の要素のみを抜粋） 

 



日本災害復興学会論文集 No.20, 2022.7 

 

27 

 

にも「毎日釣りをしていた」という自然環境に親し

んできた生活空間が確認出来る。また、現在に至っ

ては津波の影響で富岡漁港はなくなってしまった

が、遡上する鮭を捕獲するヤナ場が 10 月に設置さ

れ、町の豊かな自然環境を活かした復興が期待され

る。また、桜ライン、桜通り、富岡川に関しては証

言が収集された範囲が１地点を指すものではなく、

線的な要素であったため、ここまで多くの記憶が集

まるクラスターとなったと考えられる。 

 

５.２ 富岡町特有の伝統と文化 

地域特性を把握する上で、その地域、町に根差し

た伝統や文化は非常に重要な情報となる。夜ノ森地

区においては桜が伝統的に有名であり、その桜並木

では毎年春に「さくらYOSAKOI」と称し、よさこい

が開催される。地元の富岡第二中学校の生徒から全

国規模でよさこいを踊るチームまで老若男女問わ

ず、幅広い方々で賑わってきた。ここでは「よさこ

いや花火が家から見えた」や「小学生の頃、鼓笛パ

レードをした」などの証言が寄せられた。また、富

岡地区においては富岡川にて灯籠流しやイカダ祭り

などが行われ、「デコレーションをして、各自作っ

たイカダに乗った」などの証言が集められた。夜ノ

森・富岡の両地区共に祭りやイベントに関する証言

が多く見られたが、これは桜並木や富岡川が町のシ

ンボルであることも大きな要因をなしているが、自

身が参加するだけでなく、家や川の土手から見た

り、広報で全国に発信されているのを知ったり、学

校の伝統行事となっていたりと多様な立場、場面で

長きに渡り、これらの行事を体験していることでこ

こまで、大きなクラスターを形成することになった

と考えられる。 

 

５.３ 住民の生活圏が現れる目貫通り 

 商業空間として最大のクラスターとなったのが富

岡地区の中央通商店街である。ここでは、「子安モ

ナカがおいしかった」、「食パン屋さんが好きで小

さい頃から買いに行っていた」という日常の買い物

風景だけでなく、「商店街から神社まで子供神輿が

あって娘が参加していた」、「えびす講市では服や

器などが売られており、賑わっていた」など毎年７

月に催されるうちわ祭り、11月に開催されるえびす

講市があることで、多くの記憶が収集されたと考え

られる。また、創業100年を超える玉屋菓子店や客

神（居酒屋）などの地元の方に親しまれてきた店舗

では「みそ饅頭を売っていた」や「キャラメルプリ

ンロールがおいしかった」、「鮭茶漬けがうまかっ

た」などの地域住民だからこそ知っている地域性が

現れた証言も多く見られた。これらの点から地域で

長く親しまれ、目貫通りとして魅力ある空間を提供

し続ける店舗は地域住民の憩いの場、記憶を形成す

る場となると考えられる。 

 

５.４ 多世代が集い賑わう公共施設 

 ここまで考察してきものは線的な要素が多く、通

りや川というものが町の住民にとっての生活や、町

のアイデンティティに非常に深く関わってきている

ことが見て取れる。しかし、町の生活空間は線的な

要素だけで構成されておらず、学校や公園、商業施

設などの点的な場所も含めて成り立っている。その

ため、本項では点的な要素でクラスターが大きかっ

たものについて考察を行う。 

富岡町において、線的な要素である桜並木や富岡

川に次いで大きなクラスターを形成したものが学校

や公園などの公共施設である。公共施設は全て点的

なクラスターで構成されており、夜ノ森地区におい

ては夜ノ森公園、夜ノ森つつみ公園、富岡第二小学

校があげられる。それらの収集された証言を分析す

ると、どの地域でも見られるような「野球をし

た」、「タイヤの跳び箱」のように幼少期の遊びの

様子が思い出になっていることが確認出来る。一方

で、「ここでよく花見BBQをした」や「つつじの花

がすごく綺麗だった」など、桜通りと桜ラインの２

つの桜並木に面した場所であったからこそ、祭りや

イベントの際にそこが催し会場となり、その場所で

の記憶が強く残っていることがここまで大きなクラ

スターを形成した要因の１つだと考えられる。 

また富岡地区においては、富岡第一中学校、富岡

第一小学校、富岡公園、富岡高校、本町中央公園、

太平洋が一望できる広場があげられる。富岡高校に

関する証言では「臨時職員として働いていた」と学

生ではなく、職員としての立場からの証言や、「平

成６年に女子校から共学になった」と昔は女子校で

あったという証言が多く、町全体として伝わり認識

されているクラスターであることがわかった。ま

た、本町中央公園では「昔は馬と牛のせり場」、

「小さい頃は牛の競り場に遊びに行った」など、富

岡地区が牛の飼育やせり場として賑わっていたこと

が認識出来る。夜ノ森地区、富岡地区を通し、共に

公共施設に集まる証言は似通っているものの、それ

ぞれの施設の周辺状況により地域の特徴的空間が色

濃く反映されることが認識出来る。 
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５.５ クラスター形成しない記憶 

 夜ノ森・富岡合わせて114箇所の記憶のクラスタ

ーが形成されたが、クラスターを形成しない記憶の

旗やつぶやきも数多く存在する。「同級生だっ

た」、「昔、飲み屋だった」のような過去に何があ

ったのかを示すものや、「逃げ出したダチョウがい

た」のように場所が特定できないものが多く存在し

た。一方で、ある場所は特定できなかったり、模型

製作範囲外であったが「夜ノ森の一橋から西へ３～

４kmいったところで火祭りがおこなわれた」、「牛

を飼っていた」のように町の伝統を示す証言も存在

した。 

 

６. 記憶のクラスター化から導く地域空間の特徴 

 夜ノ森地区と富岡地区は隣り合った町であるにも

関わらず、クラスター化されたエリアには大きな違

いが見られた。夜ノ森地区は夜ノ森駅を起点に東西

に延びる桜通り沿いと南北に延びる桜通り沿いに記

憶のクラスターが集積している。このことから、夜

ノ森地区は駅を中心とした賑わいがあり、特に桜並

木での祭や行事を核として賑わってきたと考えられ

る。他にも付近の住民が分担して夜ノ森駅のつつじ

の花壇の世話をした思い出や住民の団結力を窺わせ

る記憶が多く見られたことからも、明治時代の入植

地に育まれたコミュニティの様子を読み取ることが

できた。  

一方で、富岡地区は東西に流れる富岡川や沿岸部

のろうそく岩、富岡漁港、仏浜など自然にまつわる

エリア、中央通商店街などの通り沿いに多くクラス

ターが集まったことから、自然環境を生かして生業

や生活が長く育まれてきた様子が伺える他、商業や

学校、駅など町の中枢機能を果たしてきたエリアと

しての記憶を読み取ることができた。現在、避難期

間中に多くの住宅や店舗が解体撤去され、かつての

賑わいのある風景が失われている状況にあることを

考えると、こうした情景の再構築が地域空間の継承

に重要な役割を果たすと考えられる。 

津波被災地の場合、被害地域は沿岸部とそれに続

く低平地に偏るが、富岡町の様な原発事故による全

町避難をおこなった地域コミュニティの場合、沿岸

部も内陸部も、10年を超える避難期間の内にコミュ

ニティの世代構成自体の変容も加わり、地域の記憶

の継承において大きな障害となっている。津波災害

と原子力災害において、地域の記憶継承に違いがあ

るとすれば、前者は大規模な空間の変容に対する地

域空間の記憶の復元であり、後者は不在期間の経過

によって失われゆく地域の記憶の継承である。失わ

れた街PJの記憶の街WSという共通の手法によって得

られる地域の場所の記憶は共通しているが、原子力

災害の地域における記憶の継承の課題は、より地域

全体の空間的特徴を大きな構造から描出し、帰還し

た子供達や新しくその地に入ってきた人々など、継

承が望まれる世代に伝わりやすく描出することが求

められる。 

富岡町で開催した記憶の街WSは、富岡町における

二つの大きなコミュニティである富岡地区と夜ノ森

地区が同規模で発達してきたという特徴があったた

め、同規模の復元模型を用いたWSを行うことによっ

て、両コミュニティの違いを明快に示すことができ

た。(7)また通りや河川など、線的な空間に沿って記

憶が分布するクラスターが観察できたことは、記憶

の街WSにおいて地域の空間構造を再構築する上で特

筆すべき傾向であった。 

線的なクラスターとしては富岡地区において商店

街と富岡川流域の空間、夜ノ森地区では桜並木の通

りと駅周辺の空間において、イベントの記憶や個人

的な出来事、情景の描写など、地域における重要な

景観要素として住民に広く共有されていることが読

み取れた。記憶の街WSでは記憶の旗やつぶやきが模

型上の特定の場所を指示して離散的にプロットされ

るため、場所の記憶は離散的な点の分布として記録

される。津波被災地域で行ったWSの結果とも共通す

るが、学校や公共施設など住民の多くが利用する地

域空間の点的な要素に記憶が集まる傾向にある(6)。

富岡町の２地区の場合、特に線的な空間のクラスタ

ーが顕在化したことは、富岡町の地域空間の特徴と

して位置づけることができると思われる。 

また他地域でのWSの中でも通りや河川、海岸線と

いった線的な空間のクラスターを見出すことで、W 

Sの結果から地域空間の継承手法の開発に寄与する

ことが期待される。 

 

７．まとめ 

以上本論では、富岡町でのWS「記憶の街ワークシ

ョップfor富岡町」において収集された富岡町中心

部（富岡地区・夜ノ森地区）の記憶を分析し、多く

の住民に共有され証言された場所性の強い地点がど

こにどれくらい存在しているのかを明らかにし、記

憶をクラスター化することで、富岡町中心部の空間

構造の一部を見える化し、かつての生活空間の特徴

を継承しやすくする手法について考察を行ってき

た。結果として以下のことが明らかになった。 
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・富岡地区、夜ノ森地区の復元模型それぞれに集

められた記憶の旗、呟きの数が拮抗する数であり、

黄色（出来事）は富岡355,夜ノ森365というよう

に、大変近い数集まっていたことから、富岡町にお

ける富岡地区、夜ノ森地区の両地区は性質は異なれ

どもコミュニティの規模、存在感において拮抗して

おり、二つの大きなコミュニティによって富岡町が

構成されている様相を明確に示すことができた。 

・拮抗しているとはいえ、二つのコミュニティの

性格としてはむしろ対比、違いの方が明確化に表れ

た。特に明治時代の入植とともに地域が始まった夜

ノ森は駅や道路、公園など人工的な都市計画的要素

やその場所について、祭りや住民活動の経験に根ざ

した記憶が多かった。一方で富岡町は河川などの地

形的要素や漁港など生業に関わった記憶が多く寄せ

られた。また商業や国道沿いの店舗など、町の中枢

機能を担っていた場所としてのクラスターがいくつ

か見られた。 

・また本論における分析において両地区それぞれ

集まった記憶が線的なクラスターとして顕在化した

ことは特徴的であった。岩手県大槌町における槻橋

らの研究4)で示された様に地域空間における記憶が

集まって中心的な場所を構成するケースが多い中

で、線的な延長をもった場所性のあり方が示せたこ

とは、今後地域空間の場所性の評価において新しい

記述方法の開発につながる可能性がある。今後、他

地域でのWS結果の分析を通して、さらに研究を深

め、地域空間の場所性に関する記述モデルの構築、

継承方法の開発を進めていきたいと考える。 
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月 1 日-7日、会場：郡山市富田町若宮前仮設住宅団

地内おだがいさまセンター(6.1-6.3)いわき平交流サ

ロン内会議室・いわき市平下高久応急仮設住宅集会

所(6.4-6.7)、主催：「失われた街」模型復元プロジ

ェクト実行委員会、共催：富岡町、協力：歴史・文

化等保存プロジェクトチーム、富岡町社会福祉協議

会、日本大学浦部研究室、模型製作：神戸大学槻橋

研究室、東北工業大学福屋研究室、東北工業大学学

生有志団体 colors 

⑷ ワークショップの準備過程で模型製作範囲を検討し

ている中、富岡町からの要望もあり富岡地区、夜ノ

森地区の両方を制作することとした。 

⑸ 2015 年の WS後、模型は郡山市の仮設住宅地の一角

に富岡町によって保管され、その後富岡町体育館に

移され、2021 年に開館した伝承施設「とみおかアー

カイブ・ミュージアム」に収蔵された。収蔵に先立

って 2020 年 12 月に模型の補修を兼ねたワークショ

ップを富岡町で開催した。WSの模様は NHK-BSプレ

ミアム「ふるさとの記憶 2021「福島・富岡町」」

(2021.3.21)にて放送された。 

⑹ 参考文献 4参照 

⑺ 今回模型で復元した富岡地区は原子力災害に加えて

沿岸部に津波の被害を受けた部分も含まれるが、本

研究では原子力災害による全町避難と地域の記憶の

継承方法に焦点を絞ったため、津波災害と原子力災

害が重複して起こった地域の特殊性については考察

を行っていないが、今後の課題としたい。 
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